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保険者から信頼され満足される
国保連合会を目指して
茨城県国民健康保険団体連合会　理事長　小田川  浩

新年の
ごあいさつ

牛久市
笑顔あふれる　にぎわいと
やすらぎのあるまち　うしく

保険者
紀行



新春号の表紙 　牛久市「牛久シャトー」
　明治期の実業家神谷傳兵衛が明治 36年に創設
した牛久シャトー（シャトーカミヤ旧醸造場施設）。
　当時の壮麗な姿のまま今も建ち続けるシャトー
カミヤ旧醸造場施設の事務室・醗酵室・貯蔵庫は、
明治中期のレンガ造建築としての歴史的価値の高
さと産業技術史上の重要性、また明治期の意匠の
資料としても価値が高いとして国の重要文化財に指定されています。
　大きなワイン樽が並ぶ醗酵室は、神谷傳兵衛記念館として開放されており、神谷
傳兵衛の軌跡やワイン造りに関する資料が展示されています。
　現在でもワインやビールの醸造が行われており、併設のショップでお求めいただ
けます。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
本
会
の
事
業
運
営
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は
国
民
皆
保
険
制
度
の
中
核
を

担
い
、
地
域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
や
住
民
の
健
康
の
維
持
・

増
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
被
用
者
保

険
の
適
用
拡
大
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
す
る
な
ど
構
造

的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
国
保
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
審
査
支
払
業
務

に
つ
き
ま
し
て
は
、
整
合
性
、
効
率
性
の
向
上
の
た
め
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
拡
充
な
ど
の
審
査
機
能
の
充
実
、

さ
ら
に
は
被
用
者
保
険
の
審
査
等
を
担
う
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
と
の
審
査
基
準
の
統
一
化
を
見
据
え
た
シ
ス
テ
ム
の

共
同
開
発
・
共
同
利
用
に
係
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

の
機
能
を
拡
張
す
る
補
完
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
茨
城
県
か
ら
受

託
し
そ
の
操
作
方
法
や
デ
ー
タ
集
計
・
分
析
の
た
め
の
研
修
を

行
い
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
や
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
実
施
」
に
係
る
デ
ー
タ
の
抽
出
・
評
価
・
分
析
、

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
指
標
に
係
る
保
健
事
業
、
医
療

費
適
正
化
、
介
護
給
付
適
正
化
を
支
援
す
る
な
ど
、
充
実
強
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
介
護
保
険
関
係
で
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
令
和

8
年
4
月
か
ら
随
時
、
介
護
情
報
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
関
係
者

間
に
お
い
て
利
用
者
情
報
の
共
有
・
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
活
用
・
分
析
等
の
支
援
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

加
え
て
、
予
防
接
種
に
係
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
や
接
種

記
録
等
の
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
円
滑
な

運
用
に
向
け
必
要
な
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
国
保
連
合
会
に
は
、
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
の

分
野
で
の
市
町
村
等
支
援
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
本
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
知
見
等
を
活
か

し
、「
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
の
業
務
支

援
を
専
門
的
、
総
合
的
に
行
う
機
関
」
を
目
指
し
活
動
を
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

本
年
も
引
き
続
き
「
保
険
者
か
ら
信
頼
さ
れ
満
足
さ
れ
る
国

保
連
合
会
」
を
目
指
し
、
保
険
者
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

保
険
者
か
ら
信
頼
さ
れ
満
足
さ
れ
る

国
保
連
合
会
を
目
指
し
て

茨城県国民健康保険団体連合会

理事長　小田川　浩（つくばみらい市長）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
が
続
き
、
賃
上
げ
の
動
き

が
広
が
っ
た
一
方
、
長
引
く
物
価
高
や
人
手
不
足
が
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
1
年
で
し
た
。

加
速
度
的
に
進
む
人
口
減
少
を
は
じ
め
、
激
動
す
る
国
際
情

勢
や
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
の
拡
大
、
人
工
知
能
の
驚
異
的
な

進
化
な
ど
に
よ
り
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

私
は
、
知
事
就
任
以
来
、
こ
の
激
動
の
時
代
を
見
据
え
、「
挑

戦
」「
ス
ピ
ー
ド
感
」「
選
択
と
集
中
」
の
3
つ
の
基
本
姿
勢
を

徹
底
し
、「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実

現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
2
0
2
2
年
度
の
本
県
の
1
人
当
た
り
県
民
所

得
が
3
年
連
続
で
全
国
第
3
位
と
な
っ
た
ほ
か
、
人
口
の
「
社

会
増
加
数
」
は
近
年
全
国
上
位
で
推
移
し
、
東
京
都
や
大
阪
府

な
ど
の
大
都
市
圏
に
次
ぐ
「
社
会
増
」
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
な

ど
、
本
県
の
潜
在
能
力
の
開
花
に
繋
が
る
変
化
が
着
実
に
芽
生

え
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
県
の
潜
在
能
力
を
更
に
大
き
く
開
花
さ
せ
、
環
境
が
激
変

す
る
時
代
に
あ
っ
て
も
本
県
を
更
に
飛
躍
さ
せ
て
い
く
た
め
、

現
在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
新
た
な
総
合
計
画
に
基
づ
き
、「
新

し
い
豊
か
さ
」「
新
し
い
安
心
安
全
」「
新
し
い
人
財
育
成
」「
新

し
い
夢
・
希
望
」
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
と
と

も
に
、
医
療
や
福
祉
な
ど
の
安
心
安
全
な
生
活
基
盤
の
確
保
な

ど
に
力
を
入
れ
、「
茨
城
に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
人

が
大
い
に
増
え
る
、「
活
力
が
あ
り
、県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」

の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
化
の
進
展

に
伴
う
医
療
費
の
増
嵩
や
被
保
険
者
数
の
減
少
、
さ
ら
に
は
、

来
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
が
開
始
さ
れ

る
な
ど
、
被
保
険
者
の
さ
ら
な
る
負
担
増
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
2
期
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
や
第
4
期
茨
城
県
医
療
費
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
、
引
き
続

き
、
市
町
村
と
の
連
携
を
深
め
、
保
険
料
（
税
）
の
収
納
率
向

上
や
医
療
費
の
適
正
化
、
被
保
険
者
に
対
す
る
健
康
づ
く
り
・

疾
病
予
防
事
業
の
強
化
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
推
進
し
、
保
険

者
機
能
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
の
運
営
や
各
種
事
業
の
推
進
に

あ
た
り
ま
し
て
、
市
町
村
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
の

御
理
解
・
御
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今

後
と
も
、
な
お
一
層
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り
多
き
素
晴
ら

し
い
1
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
運
営

及
び
保
険
者
機
能
の
強
化
に
向
け
て

茨城県知事

大井川　和彦
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中
央
会
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
等
に
よ
り
、
我
が
国

の
社
会
保
障
制
度
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
国
保
制
度
に
つ
い
て
は
、
団
塊
の
世
代
の
皆

様
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
ま
た
、
被
用
者
保
険
の
適
用
拡

大
も
相
ま
っ
て
、
市
町
村
国
保
の
被
保
険
者
数
は
こ
の
十
年
で
約

一
千
万
人
減
少
し
、
小
規
模
保
険
者
も
三
割
を
超
え
る
な
ど
、
そ
の

事
業
運
営
に
お
い
て
は
多
く
の
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、国
に
お
い
て
は
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
に
向
け
、

更
な
る
医
療
・
介
護
保
険
制
度
改
革
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
と
い
っ

た
こ
ど
も
施
策
の
充
実
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
会
に
お
い
て
は
本
年
、
以
下
の
三
つ
の

重
要
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
一
に
、「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
厚

生
労
働
省
や
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
と
連
携
し
て
、
審
査
領

域
に
係
る
共
同
開
発
・
共
同
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

本
年
に
は
シ
ス
テ
ム
の
モ
ダ
ン
化
を
図
り
、
保
守
・
運
用
費
用
を
削

減
し
て
い
く
た
め
の
開
発
作
業
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
に
、医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
構
築
が
進
む「
全

国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
関
し
て
、
国
か
ら
の
依
頼
に

基
づ
き
本
会
が
開
発
を
担
っ
て
い
る
「
介
護
情
報
基
盤
」
や
「
予
診

情
報
・
予
防
接
種
記
録
管
理
／
請
求
支
払
シ
ス
テ
ム
」
等
に
つ
い
て
、

令
和
八
年
度
よ
り
確
実
か
つ
円
滑
な
運
用
が
開
始
で
き
る
よ
う
着
実

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
母
子
保
健
事
務
や
自
治
体
検
診
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

か
か
る
業
務
も
本
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
市
町
村
等
の
皆

様
の
更
な
る
業
務
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
寄
与
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第
三
に
、
こ
れ
ま
で
も
医
療
・
健
診
・
介
護
の
デ
ー
タ
を
横
断
的

に
活
用
・
分
析
が
で
き
る
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
各
種
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
生

涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
よ
り
「
国
保
健

康
づ
く
り
事
業
に
お
け
る
デ
ー
タ
利
活
用
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
国
保
連
合
会
に
お
け
る
各
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
デ
ー
タ
分
析
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
各
種
デ
ー
タ
の
利
活

用
を
担
う
職
員
を
養
成
し
、
地
域
全
体
の
健
康
増
進
、
住
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
向
け
て
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
の
保
険
者
支
援

の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
し
い
年
に
お
い
て
も
多
く
の
重
要
な
課
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
八
年
の
干
支
で
あ
る
情
熱
と
行
動
力
を
意

味
す
る
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
に
あ
や
か
り
、
強
い
意
志
と
実
行
力

を
も
っ
て
課
題
に
取
り
組
み
、
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

全
国
の
国
保
連
合
会
や
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村

会
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
団
体
、
国
保
組
合
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
等
の
関
係
団
体
と
も
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
保
険
者

等
の
皆
様
の
業
務
支
援
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年　

元
旦

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り

三
つ
の
重
要
課
題
に
取
り
組
む

国民健康保険中央会

会長　大西　秀人
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公
費
投
入
の
確
実
な
確
保
や
医

療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
な

ど
12
項
目
を
決
議

　

国
保
中
央
会
な
ど
国
保
関
係
9
団
体
が
、

11
月
14
日
に
都
内
の
「
砂
防
会
館
」
に
お
い

て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催

し
、
全
国
の
市
町
村
長
や
都
道
府
県
関
係
者

が
参
集
し
た
。
本
県
か
ら
も
小
田
川
理
事
長

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
長
）
を
は
じ
め
国
保
関

係
者
が
参
加
し
、
国
保
財
政
基
盤
強
化
の
た

め
公
費
投
入
の
確
実
な
確
保
な
ど
、
12
項
目

に
つ
い
て
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
全
国
知
事
会
の
中
島
正
信
事

務
総
長
が
阿
部
守
一
会
長
（
長
野
県
知
事
）

の
「
開
会
の

辞
」
を
代
読
。

続
い
て
国
保

中
央
会
の
大

西
秀
人
会
長

（
香
川
県
高

松
市
長
）
が

主
催
9
団
体

を
代
表
し
、

「
被
保
険
者

の
減
少
、
高

齢
化
の
進
展
、

医
療
費
水
準

の
更
な
る
上
昇
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
に

加
え
、
昨
今
の
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
、

将
来
に
わ
た
る
国
保
制
度
の
安
定
と
国
民
皆

保
険
制
度
の
維
持
は
、
極
め
て
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
国

保
制
度
の
安
定
的
運
営
の
た
め
の
公
費
投
入

や
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
の
支
援
な

ど
国
に
強
く
求
め
て
い
く
。」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
市
長
会
代
表
の
山
本
浩
章

島
根
県
益
田
市
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ

た
。

　

続
い
て
、
上
野
賢
一
郎
厚
生
労
働
大
臣
、

林
芳
正
総
務
大
臣
の
来
賓
あ
い
さ
つ
を
、
二

木
博
文
厚
生
労
働
副
大
臣
、
梶
原
大
介
総
務

大
臣
政
務
官
が
そ
れ
ぞ
れ
代
読
、
更
に
自
由

民
主
党
の
有
村
治
子
総
務
会
長
、
立
憲
民
主

党
の
小
西
洋
之
ネ
ク
ス
ト
厚
生
労
働
大
臣
の

来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長
団
が
選
出
さ
れ

た
。

国保中央会の要請により自由民主党陳情班として、梶山国対委
員長（左から4人目）に決議書を手渡す本会小田川理事長（左
から3人目）

大会に参加した本県関係者

国保制度改善強化全国大会
11月14日（金） ／東京都「砂防会館」
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全
国
町
村
会
代
表
の
美
浦
喜
明
福
岡

県
水
巻
町
長
が
12
項
目
の
決
議
文
を
読

み
上
げ
、
大
会
の
総
意
と
し
て
採
択
し

た
。   

　

会
場
に
は
、
来
賓
の
他
に
多
く
の
国

会
議
員
の
臨
席
が
あ
り
、
国
保
へ
の
協

力
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

（
大
会
決
議
文
は
下
記
の
と
お
り
）

大
会
終
了
後
、
市
町
村
長
を

先
頭
に
集
中
陳
情
の
実
施

　

大
会
終
了
後
、
参
加
者
は
決
議
の
実

現
へ
向
け
、
市
町
村
長
を
先
頭
に
、
厚

生
労
働
省
、
総
務
省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、

自
由
民
主
党
、
立
憲
民
主
党
、
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
、
衆
議
院
第
二
議
員
会

館
、
参
議
院
議
員
会
館
へ
赴
き
陳
情
運

動
を
展
開
し
た
。

　

本
会
の
小

田
川
理
事
長

は
、
鈴
木
重

男
岩
手
県
葛

巻
町
長
、
美

浦
喜
明
福

岡
県
水
巻
町

長
、
坂
本
美

洋
全
国
国
保

運
営
協
議

会
会
長
、
大

西
秀
人
国
保

中
央
会
会

長
（
髙
松
市

長
）、
鈴
木
雅
博
副
会
長
（
愛
知
県
大

口
町
長
）、
原
勝
則
理
事
長
ら
と
自
民

党
班
と
し
て
、
高
市
早
苗
総
裁
、
麻
生

太
郎
副
総
裁
、
鈴
木
俊
一
幹
事
長
、
有

村
治
子
総
務
会
長
、
小
林
鷹
之
政
務
調

査
会
長
、新
藤
義
孝
組
織
運
動
本
部
長
、

梶
山
弘
志
国
会
対
策
委
員
長
と
面
会
し

た
。

　

麻
生
副
総
裁
は
「
国
保
制
度
自
体
を

き
ち
ん
と
し
な
い
と
国
民
皆
保
険
制
度

は
も
た
な
い
。
長
期
的
に
安
定
し
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。」
と
要
望
に

応
じ
た
。

　

ま
た
、鈴
木
幹
事
長
は「
3
4
0
0
億

円
の
公
費
は
約
束
の
つ
も
り
で
や
っ
て

い
る
。」
と
協
力
を
約
束
し
た
。   

　

ま
た
、
茨
城
県
選
出
国
会
議
員
16
名

に
対
し
て
は
、
本
会
役
職
員
が
陳
情
を

行
い
、
決
議
の
実
現
や
国
保
を
取
り
巻

く
諸
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
働
き
か
け
た
。

決　
　
　

議

　

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険
が
直
面
す
る
諸

問
題
の
改
善
を
期
し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全

国
大
会
を
開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次
の

と
お
り
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

　

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
、

次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る
よ
う
本
大
会
の
総

意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一 

、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す

る
こ
と
。

一 

、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入

の
確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険

者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
適
切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る

こ
と
。

一 

、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
の
所
得

調
整
機
能
を
今
後
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
生

活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に

つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
。

一 

、
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
や
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
等
を
勘
案
し
て
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
現
場
で
混
乱

が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
丁
寧

か
つ
十
分
な
対
応
を
講
じ
る
こ
と
。

一 

、
医
療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
や
地
域
偏

在
の
解
消
の
た
め
の
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る

に
当
た
っ
て
は
、
医
療
保
険
者
等
の
運
営
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

物
価
高
や
賃
上
げ
等
の
社
会
経
済
情
勢
も
踏
ま

え
、
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す

る
た
め
、
十
分
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一 

、
医
療
費
助
成
に
係
る
地
方
単
独
事
業
の
国
庫

負
担
減
額
調
整
措
置
を
す
べ
て
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
係
る
全
国
一

律
の
制
度
の
創
設
及
び
こ
ど
も
に
係
る
均
等
割

保
険
料（
税
）の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

一 

、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
民
の
理
解
が
十
分
得

ら
れ
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
周
知
、
広

報
等
を
行
う
と
と
も
に
、
国
保
の
運
営
に
支
障

を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
財
政
措
置

を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一 

、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
国
保
運
営
の
基
幹

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
開
発
や
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必

要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一 

、
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・

介
護
・
福
祉
業
務
支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た

せ
る
よ
う
、
財
政
支
援
を
含
め
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
。

一 

、
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

健
康
保
持
・
増
進
並
び
に
医
療
費
及
び
介
護
給

付
の
適
正
化
に
向
け
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
や
、

介
護
情
報
基
盤
の
構
築
等
に
係
る
必
要
な
財
政

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一 

、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に

お
い
て
、
そ
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

被
保
険
者
や
医
療
機
関
等
に
混
乱
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
周
知
・
広
報
を
行
う
こ
と
。

一 

、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保

す
る
こ
と
。

　

右　

決
議
す
る
。

　
　

令
和
七
年
十
一
月
十
四
日

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

櫻井参議院議員（中央）に
決議書を手渡す本会職員

「国保は長期的安定が必要」と要望に
応える麻生副総裁（中央）
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76,500

77,000

77,500

78,000

78,500

79,000

79,500

80,000

80,500

81,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度

（円） （％）
1人当たりの調定額（円）
収納率（%）（現年分）

92.50

92.90

93.30

93.70

94.10

94.50

77,960 78,840 80,418

93.95

93.39

93.76

※総人口・総世帯数：住民基本台帳より入力 
　総人口・総世帯数以外：国民健康保険事業年報より入力（年間平均）
　特定健診・特定保健指導の状況：特定健診等データ管理システムからの情報を入力

保険者の概況
国保税収納状況〔現年分〕

保険者紀行

牛久市

市公式キャラクター
かっぱのキューちゃん

国保の加入状況等
令和4年度 令和5年度 令和6年度

総世帯数（世帯） 38,091 38,558 39,005
総人口（人） 84,113 83,920 83,606

国保被
保険者

加入世帯数（世帯） 11,410 10,979 10,663
被保険者数（人） 17,502 16,495 15,665
被保険者加入率（％） 20.8 19.7 18.7

保険料（税）
収納状況

1人当たりの調定額（円） 77,960 78,840 80,418
収納率（％）（現年分） 93.95 93.76 93.39

1人当たりの療養諸費費用額（円） 357,104 372,212 383,204

医療費適正化
対策の状況

1人当たりの財政効果額（円） 1,720 1,641 2,034
財政効果率（％） 0.59 0.53 0.64

保健事業費の
状況

1人当たりの保健事業費（円） 1,468 1,913 1,999
保険料（税）に占める割合（％） 2.00 2.59 2.66

特定健診・
特定保健指導
の状況

特定健診受診率（％） 35.9 38.0 37.1
特定保健指導実施率（％） 39.1 42.0 53.4

牛
久
市
は
、
茨
城
県
南
部
に
位
置
し
、
58
・
92
㎢

の
市
域
を
持
つ
人
口
約
8
万
3
千
人
の
ま
ち
で
、
常

磐
線
や
圏
央
道
を
は
じ
め
と
し
た
広
域
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
て
お
り
、
東
京
か
ら
電
車

で
50
分
、
成
田
国
際
空
港
ま
で
車
で
45
分
と
、
都
心

や
海
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
す
。

市
内
に
は
、
明
治
36
年
に
創
設
さ
れ
た
日
本
初
の

本
格
的
ワ
イ
ン
醸
造
場
で
あ
る
「
牛
久
シ
ャ
ト
ー
」

が
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
価
値
の
高
さ
か
ら
、
平
成
20

年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
令
和
2
年
に

は
日
本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

「
牛
久
大
仏
」
や
、
長
編
小
説
「
橋
の
な
い
川
」
が

8
0
0
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
作
家
・
住

井
す
ゑ
の
文
学
資
料
を
展
示
し
た
「
住
井
す
ゑ
文
学

館
」、
画
家
・
小
川
芋
銭
の
作
品
が
保
存
さ
れ
て
い

る
「
雲
魚
亭
」
な
ど
、
観
光
施
設
や
文
化
施
設
に
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

牛久大仏
　世界最大120mの青銅製立像「牛久大
仏」は、ギネス世界記録に認定されてお
り、庭園内には四季折々の花が咲き、春に
は400本以上のソメイヨシノや芝桜、秋に
は一面のコスモスを楽しむことができます。
　大仏様の胎内も拝観することができ、5
層に分かれた空間を巡る見学や写経体験
のほか、地上85mの展望台からは富士山
やスカイツリーを望めます。

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

に
ぎ
わ
い
と

　

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち　

う
し
く
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
W
e
b

で
の
口
座
振
替
申
し
込
み
な
ど
納
付

環
境
拡
大
を
図
る

牛
久
市
は
、
国
保
税
の
賦
課
を
医
療
年
金

課
、
徴
収
を
収
納
課
が
担
当
し
て
お
り
、
令

和
6
年
度
現
年
分
国
保
税
収
納
率
は
、
93
・

39
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー

ド
と
eL-

QR
を
記
載
し
、
eL-

QR
対
応
の
全
国

の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
令
和
7
年
10
月
か
ら
「
W
e
b

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
す
る
な

ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税
を
促
進
し
て
い

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報
や
、
納
税
通
知

書
に
案
内
チ
ラ
シ
を
封
入
し
て
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。

外
国
人
対
応
と
し
て
国
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

当
市
の
外
国
人
国
保
被
保
険
者
は
、
7
・

3
％
程
度
で
、
窓
口
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の

基
本
的
な
対
応
と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
し
て
は
、
国

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

多
言
語
対
応
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る

な
ど
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

債
権
差
押
え
の
強
化
と
、
公
売
の
実

施
で
滞
納
者
対
策

納
付
期
限
や
納
税
相
談
の
実
施
日
に
つ
い

て
、
広
報
紙
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
牛
久
市
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
：
か
っ
ぱ
メ
ー
ル
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

納
税
相
談
は
、
毎
月
、
第
1
・
最
終
日
曜

日
（
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
庁
）
と
平
日

の
第
2
・
第
3
火
曜
日
の
夜
間
に
実
施
し
、

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
催
告
書
は
年
5
回
送
付
し
て
い
ま

す
。
滞
納
者
に
は
、
財
産
調
査
を
実
施
し
、

債
権
差
押
え
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

差
押
え
た
財
産
は
、
公
売
に
よ
る
換
価
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

若
年
層
の
健
診
受
診
の
定
着
を
目
的

に
集
団
ミ
ニ
ド
ッ
ク
の
同
日
実
施
で

受
診
率
向
上
を
図
る

当
市
の
特
定
健
康
診
査
は
、
集
団
健
診
・

医
療
機
関
健
診
が
あ
り
、
事
前
予
約
制
で

電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し
込
み

の
ほ
か
に
、
令
和
7
年
度
か
ら
牛
久
市
公
式

L
I
N
E
で
も
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

集
団
健
診
で
は
、特
定
健
診
（
40
〜
74
歳
）、

基
本
健
診
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
）、
30
代

健
診（
30
〜
39
歳
）

と
若
年
層
（
40
〜

59
歳
）
の
健
診
受

診
の
定
着
を
目
的

に
集
団
ミ
ニ
ド
ッ

ク
（
胸
部
検
診
、

胃
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
、
腹

部
エ
コ
ー
等
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
条
件
を
満
た
す
対
象
者
は
、
腹
部

超
音
波
検
診
、
婦
人
科
集
団
検
診
も
受
診
で

き
ま
す
。

土
日
も
健
診
日
を
設
け
、
が
ん
検
診
等
と

同
日
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
、
受
診
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
を
し
た
方
に
は
、
健
診
日
の
1

週
間
前
ま
で
に
受
診
券
と
検
査
容
器
等
が
届

く
よ
う
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
間
外
で
も
、空
き
が
あ
る
場
合
は
、

健
康
づ
く
り
推
進
課
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で

予
約
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
健
診
で
は
集
団
健
診
と
ほ
ぼ
同

様
の
健
診
内
容
の
ほ
か
に
人
間
・
脳
ド
ッ
ク
、

婦
人
科
・
骨
・
歯
周
病
検
診
な
ど
が
あ
り
、

受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
指
定

医
療
機
関
に
予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

集
団
健
診
・
指
定
医
療
機
関
健
診
の
ほ
か

に
、
指
定
医
療
機
関
以
外
で
健
診
を
希
望
す

る
場
合
に
お
い
て
も
、
条
件
を
満
た
す
方
は
、

人
間
ド
ッ
ク
等
助
成
金
交
付
の
対
象
に
す
る

な
ど
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

A
I
分
析
で
の
受
診
勧
奨
通
知
で
受

診
率
ア
ッ
プ
を
図
る

当
市
で
は
、
業
者
委
託
に
よ
る
A
I
分
析

の
受
診
勧
奨
通
知
を
年
4
回
送
付
し
て
い
ま

す
。
集
団
健
診
の
予
約
が
始
ま
る
1
か
月
前

に
届
く
よ
う
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
に
受
診
し
た
方
で
、
健

診
未
受
診
者
・
未
予
約
者
に
対
し
、
同
時
期

に
空
き
枠
の
日
時
を
記
載
し
て
1
回
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
通
知
を
送
付
し
た
方
の

約
8
割
の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
税

の
促
進
で
収
納
率
向
上

に
努
め
る

牛久市医療年金課国保担当のみなさま

牛
久
市
医
療
年
金
課
・
収
納
課

牛久市役所

保険者紀行

Web口座振替受付
サービスのチラシ
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牛
久
市
公
式
L
I
N
E
を
活
用
し
た

保
健
指
導
や
健
診
案
内
で
実
施
率
向

上
を
図
る

牛
久
市
の
特
定
健
診
は
、
医
療
機
関
及
び

市
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
行
う
集
団
健
診
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
受
診
時
に
対
象
者

と
コ
ン
タ
ク
ト
が
と
れ
る
集
団
健
診
で
の
特

定
保
健
指
導
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
腹
囲
や

血
圧
等
の
結
果
か
ら
指
導
が
必
要
な
方
に
、

個
別
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個
別
相
談

で
は
、
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
、
生
活
習
慣
を
改
善
で
き
る
よ
う

な
行
動
目
標
を
一
緒
に
考
え
て
い
ま
す
。
健

診
結
果
返
却
時
に
は
、
健
診
当
日
に
面
談
し

た
保
健
師
も
し
く
は
管
理
栄
養
士
が
結
果
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
健
診
当
日
か
ら
結
果

返
却
ま
で
の
目
標
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
牛
久
市
で
は
、
生
活
習
慣
改
善
に

向
け
た
継
続
教
室
・
単
発
教
室
等
の
複
数
の

教
室
を
実
施
し
、
個
別
面
談
な
ど
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
保
健
指
導
が
実
施
で
き
る
よ
う
事
業

展
開
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
牛
久
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
保
健
指
導
や
健
診
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
。
保
健
指
導
に
つ
な
が
り
に

く
い
若
年
層
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
特
定
保
健

指
導
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
（
継
続
教
室
）
で

参
加
者
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
指
導

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、
特
定
保
健

指
導
対
象
者
に
対
し
て
、
全
10
回
、
2
〜
3

か
月
の
期
間
に
お
い
て
継
続
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
が
意
欲
的
に
生
活
習
慣

を
改
善
で
き
る
よ
う
、
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
、理
学
療
法
士
が
チ
ー
ム
と
な
り
、サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
教
室
で
は
、
継
続
的
に
取

り
組
み
で
き
る
よ
う
に
器
具
を
使
用
せ
ず
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
有
酸
素
運
動
を
組
み
合

わ
せ
て
実
施
し
て
お
り
、
参
加
者
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
宅
で
も
で
き
る
よ
う
に
参
加

者
限
定
でY

ouT
ube

動
画
を
公
開
し
て
い
ま

す
。栄

養
面
に
つ
い
て
は
、
食
事
内
容
を
記

録
し
て
い
た
だ
き
、
講
話
と
面
談
を
実
施
し

て
お
り
、
間
食
を
減
ら
す
な
ど
生
活
の
中
で

実
践
で
き
る
内
容
を
個
別
に
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
教
室
前
後
で
体
重
約
2
㎏
、
腹
囲

約
7
㎝
以
上
の
減
少
が
み
ら
れ
た
方
も
お
り
、

「
若
い
頃
の
ズ
ボ
ン
が
履
け
る
よ
う
に
な
っ

た
！
」「
生
活

に
合
わ
せ
た
食

事
を
一
緒
に
考

え
て
も
ら
え
て

よ
か
っ
た
！
」

と
の
声
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

か
ら
だ
リ
メ
イ
ク
大
作
戦
（
単
発
教

室
）
で
効
率
的
に
知
識
習
得

か
ら
だ
リ
メ
イ
ク
大
作
戦
は
、
特
定
健
診

の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高

い
方
が
、
自
身
の
健
康
状
態
を
理
解
し
、
生

活
習
慣
改
善
に
向
け
て
行
動
変
容
の
「
き
っ

か
け
づ
く
り
」
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
教

室
で
、
健
診
の
日
に
合
わ
せ
て
年
4
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
単
発
の
教
室
な
の
で
、
1
日

で
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
か

ら
病
態
・
栄
養
・
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
べ

ま
す
。
忙
し
い
人
で
も
効
率
よ
く
知
識
を
得

ら
れ
、
実
践
可
能
な
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

や
生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
聴
く
こ
と

で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
室
内
で
は
、
各
家
庭
の
汁

物
塩
分
測
定
や
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
（
野
菜
摂
取

量
）
な
ど
で
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
塩
分
過

多
や
野
菜
不
足
を
客
観
的
に
把
握
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
食
生
活
改
善
へ
の
具
体
的
な
ス

テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
参

加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、参
加
者
か
ら
「
普

段
の
食
生
活
を

振
り
返
る
こ
と

で
食
生
活
改
善

へ
の
意
識
が
生

ま
れ
た
」
等
の

声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

現
在
、「
牛
久
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
」
に
は
、
38
名
の
会
員
が
所
属
し
て
い

ま
す
。

牛
久
市
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
で
は
、
市
内
21
か

所
の
幼
稚
園
・
保
育
園
等
を
訪
問
し
て
食
育

紙
芝
居
（
お
い
し
い
な
お
は
な
し
会
）
で
朝

食
の
大
切
さ
を
普
及
、
地
域
の
区
民
会
館
な

ど
で
減
塩
に
関
す
る
講
座
（
か
ん
た
ん
楽
々

美
味
し
お
講
座
）、

広
報
紙
に
載
せ

る
レ
シ
ピ
（
し
あ

わ
せ
を
よ
ぶ
レ
シ

ピ
）を
考
え
た
り
、

料
理
教
室
の
講
師

を
し
た
り
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に

食
事
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
牛
久
市
食

育
推
進
キ
ャ
ラ
ク

タ
ーU

S
H

IK
U

野
菜
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
活
用
し
た
食

育
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

運
動
・
食
事
指
導
で
効

果
的
な
健
康
づ
く
り
に

繋
げ
る

牛久市健康づくり推進課成人保健担当のみなさま

牛
久
市　
健
康
づ
く
り
推
進
課

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
の
チ
ラ
シ

か
ら
だ
リ
メ
イ
ク
大
作
戦
の
チ
ラ
シ牛久市食育推進キャラクター かんたん楽々美味しお講座の様子
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　明治から昭和初期にか
けて活躍した日本画家で
ある小川芋銭。東京に生
まれましたが、ほどなく
一家で牛久沼のほとりに
移住しました。
　農村風景を愛し、幻想
的で軽妙な筆致で特に河童の絵を数多く描いたことから、「河
童の芋銭」として親しまれています。
　「河童の碑」は、そのような芋銭の偉業を讃え、牛久沼近
くの小高い場所に建てられています。

スタート：牛久駅
ゴ ー ル：東　口

「シャトー通り散策コース」
　今回は、牛久駅東口がスタート・
ゴールで、ゆかしさ香るシャトー
の小径にワインの歴史をひもとく
コースをご紹介します。

　牛久自然観察の森
は、全国に10か所
しかない「自然観察
の森」のひとつで、
約 21ヘクタールの
広大な敷地を散策し
ながら自然に触れ合
うことができます。
　日曜や祝日には、レンジャーによる自然観察会も開催され
ています。
　ネイチャーセンターでは、牛久市周辺でみられる水辺の生
きものが観測できる水槽コーナーや100種類以上の木のお
もちゃとふれあえる木育体験（有料）が常設されています。

牛久自然観察の森 河童の碑

道のコンシェルジュ

【コースのご案内】
距　　離：3.8Km
所要時間：約1時間
消費カロリー：男性 221kcal
　　　　　　　女性 173kcal
アクセス： 車（牛久シャトーに有料

駐車場有り）、バス（牛
久市コミュニティバス
かっぱ号)、自転車、徒
歩

うしく河童大根
　茨城県知事から銘柄産地指定を受
けた唯一の大根で、色が白くみずみ
ずしさが特徴です。
　昨年は、大手コンビニの野菜ス
ティックにも採用されたほか、大根
を包丁で薄くむいた長さでギネス世
界記録を目指すイベント「大根かつ
らむき世界一決定戦」が京都市で行
われた際に使用されました。

うしく河童米
　農薬と化学肥料を通常の半分以下
に抑えて生産し、茨城県の特別栽培
農作物の認証を受けたコシヒカリで
す。

うしく河童西瓜
　牛久市が誇る大玉西瓜。独特のシャ
リシャリとした食感に加え、糖度が
高くおいしいスイカです。

牛久市の特産品

牛久市の名所
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　令和 7 年 10 月 24 日（金）に、市町村会館「講堂」
において、特定保健指導に従事する 3 年目以上
の経験者等を対象とした標記研修会を開催した。
　令和 7 年度多種職連携スキルアップ研修会と
の合同開催で、研修終了後には、代表者に修了
証書が交付された。
 
講義Ⅰ 「より効果的な保健指導実施に向けて～特定保健指導の基礎から実際～」
　講師：女子栄養大学　特任教授　津下一代 氏
　特定健診・特定保健指導は、健診結果により、対象者を選定し、対象者自らが
健康状態を自覚、生活習慣改善の必要性を理解した上で実践につなげるよう専門
職が介入するもので、保健指導は、対象者との信頼関係が基盤となる。効果的な
保健指導をするためには、何のための特定保健指導かを忘れずに、実行可能な方
法を対象者とともに考えることなどが大切と話された。
 
講義Ⅱ 「健康長寿と幸福長寿の両立を目指して～「フレイル予防」はまさに地域づくり～」
　講師：東京大学高齢社会総合研究機構　 未来ビジョン研究センター　教授　飯島勝矢 氏
　高齢者に多い病気や症状は、筋肉の衰えと密接に関連しており、メタボ予防（エネルギー
制限）からフレイル予防（適切なエネルギー）にギアチェンジする必要がある。健康長寿

（フレイル予防）には、「栄養」・「身体活動」・「社会参加」の 3 つの柱があり、高齢者の保
健事業は、生活習慣病等の重症化予防と高齢による心身機能低下予防の両方の視点をもち
ながら連携を強化・加速する必要があると話された。
 
講義Ⅲ・演習 「伝わる保健指導」
　講師：株式会社 サクセスフルエイジングサポート保健師　金原嘉子 氏
　「伝わる保健指導」に必要な要素は、「知識」・「スキル」・「想い」・「保健指導にのぞむ姿
勢」で、「伝わる」ためには「健診結果の読み解き」・「見える化する」・「具体性を上げる」
の 3 つのスッテプがあり、さらに「課題（今こうですが）」・「未来（こうなりましょう）」・「実
現案（この方法で）」という方程式があることなどを話され、実践としてグループワークを行った。

　保険者協議会では、令和 7 年 9 月 28 日（日）に、国営ひたち海浜公園で開催された「健康スポーツフェ
スティバル 2025」において、「骨量測定器」、「握力計」による測定と保健師による結果説明と併せパンフレッ
トの配布を行った。
　また、令和 7 年 10 月 11 日（土）に、イオンモー
ル水戸内原で開催された「元気アップいばらき !
健康フェス 2025」に参加し、「血管年齢測定シス
テム」、「骨量測定器」と、「握力計」を活用して
保健師による結果説明を行うと共に、マイナ保険
証利用促進やメタボ予防のクリアファイル、がん
予防のパンフレットを配布した。

令和 7年度茨城県特定健康診査・特定保健指導実施者研修（経験者向け）
及び多職種連携スキルアップ研修会

「健康づくりキャンペーン」等へ参加

イオンモール水戸内原での様子

修了証書交付

Webによる津下氏の講演

国営ひたち海浜公園での様子
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2
0
2
6
年
が
ス
タ
ー
ト
！
仕
事
や

健
康
で
の
目
標
を
た
て
た
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は「
代
謝
」

に
着
目
。
お
正
月
太
り
を
ス
ッ
キ
リ
！
春

ま
で
に
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
！
の
ヒ
ン
ト
を

お
伝
え
し
ま
す
。

【
代
謝
と
は
】

　

日
々
、
体
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
化

学
反
応
を
い
い
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
よ

く
聞
く
も
の
に
「
新
陳
代
謝
」、「
基
礎
代

謝
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
年
を
と
る

と
落
ち
や
す
い
で
す
が
、
年
齢
だ
け
で
は

決
ま
り
ま
せ
ん
。
食
事
、
運
動
、
睡
眠
、

入
浴
な
ど
を
工
夫
す
れ
ば
、
い
つ
か
ら
で

も
代
謝
ア
ッ
プ
で
き
ま
す
！
血
流
を
よ

く
す
る
、
筋
肉
量
を
減
ら
さ
な
い
生
活

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
分
を
十
分
に
と
る
】

　

代
謝
を
よ
く
す
る
に
は
、
血
流
が
よ

い
こ
と
が
条
件
！
特
定
の
栄
養
素
を
と

る
よ
り
、
脱
水
に
な
ら
な
い
こ
と
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。
冬
で
も
1・5
ℓ
を
目
安

に
飲
み
ま
し
ょ
う
。
最
低
で
も
1
ℓ
は
と

り
た
い
で
す
。
水
筒
に
、
時
間
メ
モ
リ
が

つ
い
た
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
ボ
ト
ル
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
時
間
が
書
い
て
あ
る

か
ら
、忘
れ
ず
飲
め
る
！
」
と
評
判
で
す
。

　

今
ど
れ
位
と
れ
て
い
る
か
を
見
え
る

化
し
、
1
日
通
し
て
こ
ま
め
に
飲
み
ま

し
ょ
う
。

【
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
基
本

で
す
。
筋
肉
や
肌
に
な
る
成
分
、
体
脂
肪

減
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
成
分
な
ど
色
々
と

る
こ
と
で
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
は
進
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、〝
時
間
〞
も
重
要
！
同
じ
食

事
で
も
、
朝
型
（
朝
昼
夕
）
の
方
が
、
夜

型
（
昼
夕
夜
）
よ
り
代
謝
が
活
発
に
な

り
ま
す
。
朝
食
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
と
る

と
、
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
1
日
の

消
費
カ
ロ
リ
ー
が
増
え
ま
す
。

【
朝
活
、
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
】

　

起
き
た
ら
朝
日

を
浴
び
、
水
と
食

事
を
チ
ャ
ー
ジ
！

①
〜
④
の
順
で
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
ま

し
ょ
う
。

① 

起
き
ぬ
け
に
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を

と
る

　

起
床
時
は
脱
水
ぎ
み
。
水
を
と
り
血

行
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
冷
水
、
白
湯
な

ど
温
度
は
好
み
で
O
K
。
朝
イ
チ
に
水

を
と
る
と
胃
腸
が
動
き
だ
し
、
便
が
で

や
す
い
、
食
欲
が
で
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

② 

朝
食
は
、
起
き
て
か
ら
2
時
間
以
内

に
と
る

　

理
想
は
、
起
床
後
1
時
間
以
内
で
す
。

遅
く
て
も
2
時
間
以
内
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
筋
肉
量
キ
ー
プ
に
必
須
で
す
。
家

で
と
れ
な
い
時
は
、水
だ
け
と
っ
て
出
勤
。

通
勤
途
中
や
職
場
で
、
朝
食
を
と
る
の
も

1
つ
で
す
。
仕
事
時
間
が
不
規
則
な
方

は
、
日
勤
・
夜
勤
の
日
と
そ
れ
ぞ
れ
に
食

べ
る
時
間
を
パ
タ
ー
ン
化
す
る
と
い
い
で

す
。③ 

「
糖
質+

た
ん
ぱ
く
質
」
を
セ
ッ
ト

で
と
る

　

コ
ー
ヒ
ー
に
サ
ラ
ダ
と
い
っ
た
ヘ
ル

シ
ー
そ
う
な
朝
食
は
、
代
謝
ア
ッ
プ
に
は

あ
ま
り
役
立
ち
ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
良
い

食
事
が
と
れ
な
い
時
は
、
優
先
順
位
が

高
い
も
の
か
ら
選
び
ま
し
ょ
う
。
1
つ
め

は
糖
質
源
、
2
つ
め
は
た
ん
ぱ
く
質
源

で
す
。
糖
質
と
た
ん
ぱ
く
質
を
セ
ッ
ト
で

と
る
と
代
謝
が
よ
り
高
ま
り
ま
す
！
安

定
し
て
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
野
菜

を
プ
ラ
ス
で
き
る
と
ベ
ス
ト
で
す
。

④ 

毎
食
、
た
ん
ぱ
く
質
を
20ｇ
と
る

　

ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
を
本
気
で
や
り
た
い

時
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の
量
に
も
注
目
！

朝
に
簡
単
に
と
れ
る
も
の
を
買
い
置
き

し
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
ビ
ニ
に
は
、
サ
ラ
ダ

代
謝
を
意
識
し
た
食
事

第
3
回

���

���

����

����

����

���

���

���

���

���

チ
ェッ
ク
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チ
キ
ン
、
豆
腐
バ
ー
、
高
た
ん
ぱ
く
質
の

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
ス
ー
プ
な
ど
色
々
あ

り
ま
す
。
栄
養
成
分
表
示
を
参
考
に
〝
た

ん
ぱ
く
質
20
ｇ
ゲ
ッ
ト
〞
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

　

朝
食
例
を
参
考
に
、
自
分
好
み
の
代

謝
ア
ッ
プ
食
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う  

　
さ
ら
に
、
3
つ
の
〝
あ
〞（
あ
る
こ
ー

る
、
あ
ま
い
も
の
、
あ
ぶ
ら
）
を
控
え
る

と
、
体
脂
肪
が
へ
り
や
す
い
で
す
。
や
つ

れ
る
の
で
な
く
引
き
締
ま
っ
た
体
に
な
る

は
、
何
で
も
減
ら
せ
ば
い
い
は
Ｎ
Ｇ
。
必

要
な
栄
養
は
と
り
、
余
分
な
も
の
は
控

え
る
メ
リ
ハ
リ
が
鍵
で
す
。

　

ま
た
、
脂
質
ゼ
ロ
、
甘
さ
控
え
め
な

ど
書
か
れ
た
商
品
は
、
必
ず
栄
養
成
分

表
示
を
見
ま
し
ょ
う
。
脂
質
ゼ
ロ
で
も
、

糖
質
は
普
通
に
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。〝
甘
さ
控
え
め
〞
な
ど
味
覚
表
現

に
は
、
法
的
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
。
甘

さ
控
え
め=

低
カ
ロ
リ
ー
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
中
身
を
よ
く
み
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
今
よ
り
10
分
動
こ
う
】

　
体
を
動
か
す
と
ポ
カ
ポ
カ
す
る
の
は
、

代
謝
が
あ
が
っ
て
い
る
サ
イ
ン
！
座
っ
て

株
式
会
社
フ
ロ
ー
ラ 

代
表
取
締
役

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士

茨
城
県
栄
養
士
会

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
分
野
で
活
動
中

プロフィール

花
はなたに

谷 遊
ゆ う こ

雲子

い
る
時
間
を
へ
ら
す
、
散
歩
・
ス
ト
レ
ッ

チ
・
筋
ト
レ
な
ど
で
き
る
こ
と
で
O
K
で

す
。
忙
し
い
方
は
、
タ
イ
パ
が
よ
い
と
話

題
の
〝
H
I
I
T
〞
を
試
し
て
み
る
の
も

1
つ
。
負
荷
が
高
い
の
で
、
ゆ
る
Ｈ
Ｉ
Ｉ

Ｔ
か
ら
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
大
事
な
こ
と
を
！
食
事
や
運

動
を
か
え
て
見
た
目
に
表
れ
る
に
は
、
2

週
間
〜
1
か
月
か
か
り
ま
す
。
頑
張
っ
て

い
る
の
に
成
果
が
で
な
い
…
と
思
い
が

ち
で
す
が
大
丈
夫
。
細
胞
レ
ベ
ル
で
は
、

必
ず
新
し
い
自
分
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
し
た
姿
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
^^

＊ 

医
師
の
指
示
が
あ
る
方
は
、
指
示
を
守

り
ま
し
ょ
う

朝食のレベルアップ例

レベルⅠ
まずは、糖質をとる

レベルⅡ
糖質＋たんぱく質をセットでとる

レベルⅢ
たんぱく質を 20g～とる

自　宅

ふりかけご飯、
パン、果物

 卵かけご飯、納豆ご飯、チーズ
トースト、フルーツヨーグルト、
シリアル（牛乳かけ）

・ 卵かけご飯 1杯 +納豆 1つ +
ヨーグルト 1つ
・ ハムチーズトースト 1枚 +卵
1個 +牛乳 1杯

コンビニ

おにぎり、パン、
餡まん、バナナ

おにぎり +豚汁、卵雑炊、パン
+牛乳、肉まん、バナナ +飲む
ヨーグルト

・ おにぎり 1個 +サラダチキン
1つ
・ たんぱく質リッチなサンドイッ
チ 1人前
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Ｑ
1 　

国
民
健
康
保
険
の
指
導
監
督
と
は
？

Ａ
1 　

都
道
府
県
知
事
は
、
国
民
健
康
保
険

法
、
地
方
自
治
法
等
に
よ
る
責
務
及
び
権
限

の
ほ
か
、
平
成
31
年
1
月
23
日
付
け
保
発

０
１
２
３
第
2
号
厚
生
労
働
省
保
険
局
長
通

知
並
び
に
保
国
発
０
１
２
３
第
2
号
厚
生
労

働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
長
通
知
に
基

づ
い
て
、
定
期
的
に
市
町
村
保
険
者
、
国
民

健
康
保
険
組
合
及
び
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
（
以
下
「
保
険
者
等
」
と
い
う
。）
の

国
民
健
康
保
険
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

実
地
に
確
認
し
、
国
民
健
康
保
険
の
適
正

か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
の
方
策
に
係
る
助

言
・
指
導
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

 　

な
お
、
市
町
村
保
険
者
に
対
す
る
指
導
監

督
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
の
国
民
健
康

保
険
運
営
方
針
に
基
づ
く
事
業
運
営
の
状
況

を
確
認
し
、
具
体
的
な
事
業
運
営
に
つ
い
て

助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
運
営
の
効
果

や
効
率
性
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
2 　

指
導
監
督
の
種
別
等
に
つ
い
て
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
2 　

指
導
監
督
の
種
別
に
は
、
以
下
の
2
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　
　

⑴　

一
般
指
導
監
督

　
　
　

 　

市
町
村
保
険
者
及
び
国
民
健
康
保
険
組

合
を
対
象
に
原
則
と
し
て
2
年
に
1
回
、

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
を
対
象
に
原 

則
と
し
て
年
1
回
の
定
期
的
な
助
言
・
指

導
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

⑵　

特
別
指
導
監
督

　
　
　

 　

保
険
者
等
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
改
善

す
べ
き
事
項
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
改
善
状

況
の
確
認
が
必
要
な
場
合
も
し
く
は
緊
急

に
指
導
監
督
の
実
施
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

Ｑ
3 　

指
導
監
督
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
確
認

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
3 　

大
き
く
分
け
て
、
以
下
の
事
項
を
確
認
し

ま
す
。

　
　

⑴　

市
町
村
保
険
者
に
関
す
る
事
項

　
　
　

 　

①
事
業
計
画
等
、
②
適
用
の
適
正
化
、

③
適
正
な
賦
課
、
④
保
険
料
（
税
）
等
収

入
の
確
保
、
⑤
医
療
費
の
適
正
化
、
⑥
保

健
事
業
、
⑦
事
務
処
理
の
適
正
化　

等

　
　

⑵　

国
民
健
康
保
険
組
合
に
関
す
る
事
項

　
　
　

 　

⑴
の
事
項
に
加
え
、
①
被
保
険
者
の
適

用
、
②
特
別
積
立
金
及
び
給
付
費
等
支
払

準
備
金
、
③
法
令
遵
守
体
制
の
整
備
と
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱　

等

　
　

⑶ 　

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
関
す
る

事
項

　
　
　

 　

①
審
査
の
充
実
強
化
、
②
保
険
者
支
援

等

茨城県保健政策課国民健康保険室国
民
健
康
保
険
の
指
導
監
督
に
つ
い
て



 茨城の医療と福祉の視点から

15 茨城の国保 556

Ｑ
4 　

市
町
村
保
険
者
に
お
け
る
留
意
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ
4 　

本
県
に
よ
る
、
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年

度
の
一
般
指
導
監
督
で
散
見
さ
れ
た
、
改
善

等
を
お
願
い
す
る
指
摘
事
項
や
留
意
事
項
の

主
な
内
容
を
例
示
し
ま
す
の
で
、
各
市
町
村

保
険
者
に
お
け
る
事
業
運
営
の
適
正
化
等
の

参
考
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

⑴　

指
摘
事
項
と
な
る
事
例

　
　
　

・ 

被
保
険
者
証
の
交
付
に
つ
い
て
、
長

期
間
交
付
保
留
と
な
っ
て
い
る
事
例
が

あ
っ
た
。

　
　

⑵　

留
意
事
項
と
な
る
事
例

　
　
　

・ 

特
定
健
康
診
査
実
施
率
、
特
定
保
健
指

導
実
施
率
が
平
均
を
下
回
っ
て
い
た
。

　
　
　

・ 

国
保
税
収
納
率
が
平
均
を
下
回
っ
て
い

た
。（
ま
た
は
現
年
分
は
平
均
を
上
回
っ

て
い
た
も
の
の
、
滞
納
繰
越
分
に
つ
い

て
は
下
回
っ
て
い
た
）

　

こ
れ
ま
で
の
指
導
監
督
に
お
い
て
、
指
摘
事
項

及
び
留
意
事
項
と
し
て
、
県
か
ら
通
知
を
受
け
た

市
町
村
保
険
者
に
お
い
て
は
、
県
へ
提
出
し
た
改

善
計
画
・
状
況
等
報
告
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
徹

底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第 1　保険者（市町村保険者及び国保組合）に関する事項

1　事業計画等 （1）事業計画の策定　（2）予算の編成　（3）赤字保険者における財政の健全化

2　適用の適正化 （1）被保険者の適用　（2）居所不明被保険者の確認　（3）適用の適正化調査

3　適正な賦課 （1）保険料（税）の算定基礎となる所得の把握　（2）保険料（税）の設定

4 　保険料（税）等収
入の確保

（1）徴収計画の策定　（2）納期内納入の促進　（3）滞納者対策
（4）徴収体制の充実　（5）その他の収納対策

5 　医療費の適正化

（1）国保運営方針に基づく医療費適正化対策の実施　（2）医療費等の分析
（3）診療報酬明細書の点検調査　（4）柔道整復師の施術の療養費支給の適正化
（5）第三者行為求償の取組強化　（6）後発医薬品及び適正受診に対する周知・啓発
（7）重複・頻回受診者、重複・多剤投与者対策の推進

6　保健事業 （1）保健事業の推進　（2）直営診療施設

7 　事務処理の適正化
（1）事務の効率化、標準化、広域化の推進　（2）補助金申請事務等の適正化
（3）不正及び事故の防止

8 　国保組合に関する
重点事項

（1）被保険者の適用　（2）特別積立金及び給付費等支払準備金　
（3）法令遵守体制の整備と個人情報の適正な取扱

9　その他
（1）国民健康保険運営協議会の充実
（2）保険者協議会における各保険者との連携・協力
（3）被保険者証の個人カード化及び高齢受給者証の一体化の推進　（4）情報開示

第 2　国民健康保険団体連合会に関する事項

1　審査の充実強化

2　保険者支援

（1）保険者事務等共同電算処理事業等の充実・強化
（2）医療費分析等の充実・活用　（3）レセプト点検調査の支援
（4）保健事業の支援　（5）保険料（税）収納率向上対策の支援  
（6）その他保険者事務の共同実施への支援　（7）小規模保険者等への支援

3　その他
（1）審査支払事務の受託環境の整備　（2）審査の適正化
（3）個人情報保護の徹底　（4）事務の改善等

指導監督における確認事項
（平成 31年 1月 23 日付け保国発 0123 第 2号厚生労働省保険局国民健康保険課長通知より）
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　本県は、働く世代のメタボリックシンドロームの割合が高い
傾向にあります。また、がん・心疾患・脳血管疾患などの生活
習慣病で亡くなる方の割合が全体の半数を占めています。
　そのため、働く世代を中心とした県民の生活習慣の改善や
運動習慣の定着を図るため、令和元年度から健康推進スマー
トフォンアプリ「元気アっプ！リいばらき」を活用した健康
づくりの推進に取り組んでいます。
　このアプリでは、4つの健康づくり活動（運動・食生活・健康・
コミュニケ―ション）にポイントを付与し、貯めたポイント
に応じて県産品などの景品の当たる抽選に参加することがで
きます。
　アプリを活用して、楽しみながらお得に健康づくりに取り
組みましょう !

 スマートフォンで
　 　　健康づくりをサポートします ! 

【お問い合わせ先】茨城県保健医療部健康推進課　TEL：029-301-3229

茨城県公式　健康推進スマートフォンアプリ

iPhone 版 Android 版

元気アっプ !リいばらき

ダウンロードはこちらから !

健康づく
り

活動が
アプリで

ポイント
に !!

貯まった

ポイント
で

景品当
選の

チャンス
!!

ダウンロ
ード

無料 !!

※抽選
対象者

は

18歳以
上の県

民

豪華景品（イメージ）

年に 2回抽選を実施しています !
日々の健康づくりに取り組んで、豪華景品を当てよう !
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　「人生会議」とは、アドバ
ンス・ケア・プランニング
（Advance Care Planning：
ACP）の愛称です。
　アドバンス・ケア・プラ
ンニングとは、あなたが大
切にしていることや望んで
いる医療・ケアについて、
自分自身で前もって考え、
ご家族などの信頼する人た
ちと話し合い、共有してお
く取組みです。

　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。命の危険が迫った状
態になると約70％の方が、これからの医療やケアなどについて自分で決めたり、人に伝えたりする
ことができなくなるといわれています。
　もしも、あなたがそのような状況になった時、前もって人生会議をしていれば、あなたの信頼す
る人たちと医療・ケアチームは、あなたの価値観や希望に寄り添って話し合うことができます。

　ただし、人生会議は個人の主体的な行いによって考え、進めるものです。「もしものとき」のこと
を知りたくない、考えたくないという方への十分な配慮のもとに行う必要があります。
　人生会議をはじめる一歩として、まずはあなたが大切にしていることや望んでいることを考えて
みましょう。医療・ケアのことに限らず、「家族やペットと一緒に暮らしたい」「大好きな音楽を聴
いて過ごしたい」といった日常生活や趣味のことなども、大切なあなたの価値観につながります。

「人生会議」
してみませんか

人生会議について詳しくは、こちらのサイトをご覧ください。

「人生会議学習サイト：ゼロから
はじめる人生会議「もしものとき」
について話し合おう」

（厚生労働省・神戸大学）

「人生会議（ACP：アドバンス・
ケア・プランニング）」

（茨城県ホームページ）

出典　厚生労働省：「人生会議」してみませんか
　　　厚生労働省・神戸大学：ゼロからはじめる人生会議

人生会議の進め方（例）
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後発医薬品の使用促進と地域フォーミュラリについて
1．後発医薬品（ジェネリック医薬品）の動向
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と治療学的に同等であるものとして承認された医薬品
であり、先発医薬品に比べて薬価が安くなっています。
　現在、日本では医療費の増大が深刻な問題となっています。国は、令和 6年に「安定供給の確保を基本と
して、後発医薬品を適切に使用していくためのロードマップ」を公表し、更なる後発医薬品の使用促進を推
奨しています。
　また、令和 7年には「経済財政運営と改革の基本方針 2025」が閣議決定され、新たな医療費適正化に繋
がる手法の 1つとして、地域フォーミュラリを全国的に展開する方針が掲げられました。

2．地域フォーミュラリとは
　地域の医師、歯科医師、薬剤師、医療機関、行政や保険者、関係団体が協力して医薬品の有効性や安全性、
経済性を考えて策定する医薬品リストが「地域フォーミュラリ」です。
　地域フォーミュラリでは、経済性の観点から後発医薬品（ジェネリック医薬品）が選ばれることが多く、
後発医薬品の使用促進につながることから、国も導入をすすめています。
　地域フォーミュラリは推奨医薬品リストであり、活用は必ずしも義務ではありませんが、活用することで
医療関係者の連携が深まり、薬物治療の標準化が期待できます。また、結果として後発医薬品の使用が増え、
医療費の削減に役立つことも期待されています。

3．選ぼう。続けよう。ジェネリック医薬品。
　後発医薬品は、患者やその家族が積極的に活用することで、個人の費用負担を減らすだけでなく、増え続
ける医療費の削減にも役立ちます。ひいては、国民皆保険制度を将来の世代に引き継ぐことにもつながりま
す。
　今後、地域フォーミュラリの導入地域の拡大によって、お薬の変更や後発医薬品の使用をご案内されるこ
とがあります。これは、地域で有効性や安全性を考慮して推奨されている医薬品のリストに基づくものです。
　引き続き、後発医薬品の使用にご理解とご協力をお願いいたします。

茨城県保健医療部医療局薬務課

薬 務 課 インフォメーション薬 務 課 インフォメーション

茨城県の
保健医療圏

日立
常陸太田・
ひたちなか

つくば・
つくばみらい

取手・竜ケ崎

水戸

鹿行

土浦

筑西・下妻

古河・坂東

茨城県内の地域フォーミュラリ導入状況

　茨城県内では、つくば・つくばみらい地区及び古河・猿
島地区で地域フォーミュラリの導入が始まっています。

●つくば・つくばみらい地区
　医師会、歯科医師会、薬剤師会、病院薬剤師等が連携・
協働して、歯科領域含む 14領域の地域フォーミュラリを
作成し地域内で共有しています。

●古河・猿島地区
　地域内の 3病院（古河赤十字病院、友愛記念病院及び
西南医療センター病院）が協力し、特定の薬効群を対象と
して選定し、採用薬リストを作成・公開することで地域へ
の普及を推進しております。
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　事業所等が指定を受けた都道府県の国保連合会
で、事業所等から給付管理票及び明細書の受付を
毎月 1 ～ 10 日までに行います。
　受付媒体は、以下の 3 通りです。

（1）インターネットによる受付
（2）磁気媒体（CD-R）による受付
（3）紙帳票による受付
　伝送による受付は機械処理による自動受付（原
則 24 時間）になります。磁気媒体及び紙帳票の
場合は、受付簿等による授受を職員が行うことに
なります。

　紙帳票での受付は、平成 30 年 3 月 31 日までに
書面で請求を行うと届け出た事業者等のみ認めら
れています。また、明細書等を標準のデータ形式
に合わせてデータ入力を行う必要があります。 

国保連合会介護保険情報

国保連合会における介護保険の
審査支払業務について（1）第3回

介護保険課

受付業務

次回は引き続き「国保連合会における介護保険の審査支払業務」について予定しています。

　今回は本会における介護保険の審査支払業務について次号にわ
たり紹介します。  

　国保連合会は、保険者から審査支払業務の委託を受け、介護給付費等に係る審査及び支払の業務を行っ
ています。
　事業者等から給付管理票及び介護給付費等請求明細書（以下：明細書）等の受付を行い、介護給付費
等審査委員会等による審査後、保険者への請求額及び事業者等への支払額を決定し、保険者への介護給
付費請求事務及び事業者等への介護給付費支払事務を行っています。

　受付が完了した給付管理票及び明細書等に誤り
がないか、次の方法により審査を行います。

①受付点検
　介護保険請求事業所から受付した給付管理票及
び明細書等に記載されている事業所番号の事業所
指定の有無や保険者番号がサービス提供年月から
みて有効か、各種加算等を請求するうえで県又は
市町村に届出しているか、その他記載内容等の点
検を行います。
②資格点検
　介護保険事業所から受付した給付管理票及び明
細書等に記載されている受給者の生年月日や要介
護状態区分、認定有効期間等資格情報に誤りがな
いか、また、給付管理票については、受給者の給
付管理を行う支援事業所等が保険者に届出してい
るか等の点検を行います。

受付点検及び資格点検による審査
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
6
月
か
ら
2
年
間
、
新
た
に
茨
城

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
長
の
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
ひ
た
ち
な

か
市
長
の
大
谷 

明
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
当
広
域
連
合
の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
、
格
別
な
る
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
広
域
連
合
が
平
成
19
年
1

月
に
発
足
し
て
か
ら
、
本
年
で
20
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
被
保
険
者
数
は
当
初
の
約

30
万
人
か
ら
現
在
で
は
49
万
人
を
超
え
て

お
り
、
令
和
9
年
度
に
は
、
50
万
人
を
超

え
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療

費
は
、
当
初
の
約
2
，2
0
0
億
円
か
ら

現
在
で
は
4
，0
0
0
億
円
を
超
え
、
今

後
も
医
療
費
が
更
に
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

当
広
域
連
合
と
し
ま
し
て
も
、
医
療
費

の
伸
び
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
、
引
き

続
き
医
療
費
適
正
化
に
力
を
入
れ
る
と
と

も
に
、
健
康
診
査
、
歯
科
健
康
診
査
及
び

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施

事
業
な
ど
の
各
種
保
健
事
業
の
推
進
に
取

り
組
み
、
被
保
険
者
の
皆
様
の
健
康
の
保

持
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
8
年
度
か
ら
は
、
保
険
料

と
あ
わ
せ
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」

の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
支
援
金
は
、

全
世
代
・
全
経
済
主
体
か
ら
拠
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
や
関
係
市
町

村
と
連
携
し
、
丁
寧
な
周
知
広
報
及
び
説

明
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
被
保
険
者
の

皆
様
の
御
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
被
保
険
者
の
皆
様
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
県
内
全
44
市
町
村
及
び
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
安
定
し
た
制
度
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年 挨
拶

茨城県後期高齢者医療広域連合

広域連合長　大　谷　　　明
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　令和 7年度上半期の 3月から 8月までの医療費及び被保険者数は、次表のとおりです。令和 6年度
上半期に対して、医療費は 3.63%増、被保険者数は 2.99%増になっています。

各診療月における医療費（上半期分）※速報値 （単位：百万円）

診療月
年 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 合計

令和７年 35,323 34,601 34,386 34,391 35,865 33,970 208,536

令和６年 33,676 33,118 33,255 32,719 35,009 33,445 201,222 

増減率 4.89% 4.48% 3.40% 5.11% 2.44% 1.57% 3.63%
※保険診療対象となった医療費の総額（10割）となります。増減率は端数処理前の医療費で算出しています。

各診療月における月末被保険者数（上半期分） （単位：人）

診療月
年 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 月平均

令和７年 481,252 482,499 483,540 484,533 485,681 486,870 484,063

令和６年 466,507 468,118 469,491 470,666 472,030 473,350 470,027

増減率 3.16% 3.07% 2.99% 2.95% 2.89% 2.86% 2.99%
 

　茨城県内において、高齢者の方が被害者となる不審な電話が多発しています。
　その内容は、市町村の職員を名乗る者などから「医療費の還付金がある。期限が過ぎてしまってい
るので、役所では手続きできない。銀行のATM（現金自動預払機）ならば手続きできるので、携帯
電話とキャッシュカードを持ってATMに行ってほしい。」といったものが多く、銀行や郵便局の職員
を名乗る者を後から連絡させるなど、複数の人物を使い、手口はとても巧妙になっています。そして、
最終的にはATMへ誘導し、相手の口座に振込ませるというものです。
　もし、還付金等の電話がかかってきたときは、落ち着いて一度電話を切り、当広域連合やお住まい
の市町村の後期高齢者医療担当課に連絡して、事実かどうかを確認してください。
　また、ATMの操作を求める電話や手紙は詐欺と考え、警察に相談をするなど、相手には連絡しない
ようにしてください。

当広域連合及び市町村の職員等が、医療費や保険料の還付、高額療養費の支給等のために、

ATMの操作を求めることは絶対にありませんので、注意してください。

令和7年度上半期医療費の動向等について

還付金詐欺と思われる不審電話の多発について

茨城県後期高齢者医療広域連合
〒311-4141 水戸市赤塚1丁目1番地ミオス1階

総務課：029-309-1211  
事業課（保健事業係）：029-309-1212　　事業課（資格保険料係）：029-309-1213

給付課（給付第1係、給付第2係）：029-309-1214　　会計室：029-309-1217／ FAX：029-309-1126
茨城県後期高齢者医療広域連合ホームページ　https://www.kouiki-ibaraki.jp/
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前
回
、
厚
労
省
が
出
し
た
「
循
環
器
疾
患
の
目
標
設
定

の
考
え
方
」（
図
1
）
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
が
、今
回
は
、

図
に
示
し
て
あ
る
⓪
死
因
（
S
M
R
）
と
①
疾
患
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

唐
突
で
す
が
こ
こ
で
ク
イ
ズ
で
す
。
図
2
は
モ
ザ
イ
ク
図

と
言
わ
れ
る
棒
グ
ラ
フ
で
す
。
こ
の
棒
グ
ラ
フ
が
普
通
の
棒

グ
ラ
フ
と
異
な
る
点
は
何
で
し
ょ
う
か
?

（
シ
ン
キ
ン
グ
タ
イ
ム
で
す
）

ポ
イ
ン
ト
は
棒
の
幅
で
す
。
普
通
の
棒
グ
ラ
フ
で
は
棒
の

幅
は
均
一
で
、
そ
れ
自
体
に
特
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

モ
ザ
イ
ク
図
で
は
棒
の
幅
が
人
数
と
比
例
す
る
よ
う
に
描
か

れ
ま
す
。
図
2
は
糖
尿
病
予
備
群
以
上
の
高
血
糖
の
人
が

何
%
く
ら
い
い
る
か
を
示
し
て
お
り
、
棒
の
幅
が
そ
れ
ぞ
れ

「（
人
と
比
べ
て
食
べ
る
の
が
）
遅
い
」、「
普
通
」、「
早
い
」

と
答
え
た
人
数
比
に
合
わ
せ
て
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
で
は
遅
い
、
普
通
、
早
い
の
人
数
比
が
1
：
6
：
3
く

ら
い
だ
っ
た
の
で
、
棒
の
幅
も
同
じ
よ
う
な
比
率
に
な
る
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
棒
の
幅
を
人
数
比
と
合
わ
せ

る
と
、
棒
の
面
積
も
人
数
と
比
例 

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
の
で
、
食
べ
る
の
が
早
い
人
を
遅
く
す
る
こ
と
が
で
き
た

ら
、
ど
れ
く
ら
い
糖
尿
病
予
備
群
以
上
の
人
を
減
ら
せ
る
か

も
計
算
で
き
ま
す
（
図
2
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
部
分
：
過

剰
発
生
52
・
55
人
）。
横
山
先
生
の
ツ
ー
ル
で
は
こ
の
モ
ザ
イ

ク
図
を
S
M
R
に
適
用
し
、
視
認
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

S
M
R
と
は
実
際
の
死
者
数
÷
期
待
死
亡
者
数
（
も
し
国

や
県
と
同
じ
死
亡
率
な
ら
自
分
の
地
域
で
は
こ
れ
く
ら
い
人

が
死
ん
で
る
は
ず
と
い
う
予
測
値
）
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
細

か
い
意
味
を
理
解
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
が
ん
の

S
M
R
が
仮
に
2
0
0
と
表
示
さ
れ
て
い
た
ら
、
自
分
の
地

域
で
は
国
の
2
倍
ほ
ど
胃
が
ん
で
人
が
死
ん
で
い
る
の

だ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

図
3
の
各
病
名
の
縦
の
長
さ
は
期
待
死
亡
者
数
を

表
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
グ
ラ
フ
の
一
番
上
に
あ
る
胃

が
ん
と
大
腸
が
ん
は
縦
の
長
さ
が
お
お
よ
そ
同
じ
で
す

の
で
、
ど
ち
ら
の
疾
患
で
も
同
じ
く
ら
い
死
者
が
出
る

は
ず
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
棒
グ
ラ
フ
の
横

の
長
さ
は
S
M
R
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が

1
0
0
な
ら
国
と
同
じ
く
ら
い
死
者
が
出
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
こ
の
地
域
の
男
性

は
胃
が
ん
よ
り
大
腸
が
ん
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
モ
ザ
イ
ク
図
の
説
明
で
お
話

し
し
た
と
お
り
、
モ
ザ
イ
ク
図
の
面
積
は
人
数
と
比
例

し
ま
す
。
な
の
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
面
積
が
大
き
い
ほ

ど
、
国
よ
り
も
た
く
さ
ん
人
が
死
ん
で
い
る
、
こ
の
地

域
の
健
康
課
題
と
考
え
ら
れ
る
疾
患
だ
と
い
う
こ
と
が

一
目
で
分
か
り
ま
す
。
図
3
の
例
で
言
え
ば
、
女
性
の

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
地
域
診
断
③

第3回

https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/000827241.pdf

図 1　循環器疾患の目標設定の考え方

①疾患

②生活習慣
　病リスク

③生活習慣

⓪死因（SMR）

h t tps : / /www.n iph . go . jp / sosh i k i /07shouga i /
datakatsuyou/mainpage.html#Kajou
「地方自治体における生活習慣病関連の健康課題把握のための
参考データ・ツール集」より要因による健康問題の過剰発生の
割合計算ツール

図 2　モザイク図
⓪死因（SMR standardized mortality ratio　標準化死亡比）
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が
ん
が
こ
の
地
域
の
健
康
課
題
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
言

え
ま
す
。   

死
因
の
次
は
①
疾
患
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
横
山
先
生
の

ツ
ー
ル
で
は
レ
セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
で
モ
ザ
イ
ク
図
を
作
り
、

ど
の
疾
患
で
医
療
費
が
突
出
し
て
い
る
か
を
図
示
し
て
い
ま

す
。
S
M
R
の
モ
ザ
イ
ク
図
と
は
異
な
り
、
医
療
費
に
お
い

て
は
各
疾
患
の
棒
の
縦
の
長
さ
は
期
待
医
療
費
と
な
っ
て
い

ま
す
。
期
待
医
療
費
と
は
「
各
年
齢
で
国
と
同
じ
割
合
で

医
療
費
が
発
生
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
自
地
域
の
年
齢
構
成

で
は
ど
れ
ぐ
ら
い
医
療
費
が
発
生
す
る
か
」
を
表
し
ま
す
。

S
M
R
と
同
様
で
、
実
際
の
医
療
費
÷
期
待
医
療
費
が
標
準

化
該
当
比
と
言
わ
れ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
読
み
方
も
同
じ

で
、
標
準
化
該
当
比
が
1
0
0
な
ら
、
国
と
同
じ
く
ら
い
医

療
費
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
中
央
の

赤
い
ラ
イ
ン
が
標
準
化
該
当
比

1
0
0
を
表
し
て
い
ま
す
）。
ま

た
、
S
M
R
と
同
様
に
赤
／

オ
レ
ン
ジ
の
面
積
が
大
き
け
れ

ば
大
き
い
ほ
ど
、
国
や
県
と
比

較
し
て
た
く
さ
ん
医
療
費
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

図
4
の
心
筋
梗
塞
の
よ
う

に
、
外
来
医
療
費
が
非
常
に
少

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
注
：

埋
も
れ
て
い
て
見
え
ま
せ
ん
）、

入
院
医
療
費
が
右
に
突
出
し
て

い
る
よ
う
な
疾
患
で
は
、
前
回
、

表
3
で
示
し
た
よ
う
な
、
生
活

習
慣
病
が
重
症
化
し
、「
い
き
な

り
入
院
」
し
て
い
る
患
者
が
生

じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言

え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
優

先
的
に
対
応
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
疾
患
で
あ
り
、
患
者
を
早
い
段
階
で
外
来
に
つ

な
ぐ
取
り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、「
減
ら
す

こ
と
が
可
能
な
病
気
か
ど
う
か
」
は
念
頭
に
置
い
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
自
地
域
に
精
神
病
院
な
ど
が
多

い
場
合
、
精
神
疾
患
の
医
療
費
は
ど
う
し
て
も
高
く
な
り
ま

す
。
仮
に
こ
れ
が
大
き
な
財
政
的
負
担
だ
と
し
て
も
、
精
神

病
院
を
他
の
地
域
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
そ
れ
は
他
地
域
の
疾
患
を
増
や
し
て
い
る
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
「
頻
出
」、「
高
額
」、「
患

者
と
協
力
し
て
削
減
が
可
能
」
な
疾
患
を
優
先
的
に
取
り
扱

う
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
国
だ
け
で
な
く
県
と
比
較
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
社
会
環
境
が
似
て
い
る

県
と
比
較
し
、
そ
の
の
ち
国
と
も
比
較
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
一
般
的
に
生
活
習
慣
病
の
状
態
が
悪
い
地
域
は
西
日
本

に
多
い
で
す
。
な
の
で
、
関
東
近
辺
の
地
域
と
国
と
比
較
す

る
と
よ
い
結
果
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、

自
分
の
地
域
が
関
東
な
の
に
国
よ
り
悪
い
結
果
が
出
た
ら
そ

れ
は
非
常
に
問
題
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
回
は
、
②
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
と
③
生
活
習
慣
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

目
白
大
学
看
護
学
部

看
護
学
科
教
授

（
元　
国
立
保
健
医
療
科
学
院

主
任
研
究
官
）

藤
井　
仁

図 3　SMRのモザイク図

出所： 国立保健医療科学院HP「地方自治体における生活習慣病関連の健康課
題把握のための参考データ・ツール集」より

　　　「医療費の疾病別内訳見える化ツール・KDB国保版（細小（82）分類）」
https://www.niph.go.jp/soshiki/07shougai/datakatsuyou/data/Iryo-
Uchiwake-seisyu-V1.70.xlsm

図 4　医療費のモザイク図
①疾患
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第19回
KDB補完システムについてNo.3

シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
で
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
フ
ァ
イ
ル
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
（
図
2
）、

目
的
「
重
症
化
予
防
」、
帳
票
種
別
「
重

症
化
予
防
対
象
者
一
覧
」
を
選
択
し
よ

う
（
図
3
）

選
択
し
ま
し
た
。

笠
原
先
生
こ
ん
に
ち
は
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完

シ
ス
テ
ム
で
も
対
象
者
を
把
握
で
き
る

帳
票
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど

の
帳
票
で
し
ょ
う
か
？

対
象
者
一
覧
の
あ
る
帳
票
は
図
1
の
囲

ん
だ
部
分
に
な
る
よ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
帳
票
を
確

認
し
た
い
の
で
、
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
ね
。

（
ロ
グ
イ
ン
中
）

処
理
年
度
を
今
回
は
、

2
0
2
5
年
度
を
選
択
し
、

検
索
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
よ
。

（
図
4
）
そ
う
す
る
と
検
索

結
果
が
表
示
さ
れ
、
健
診
受

診
者
と
未
受
診
者
の
フ
ァ
イ

ル
が
表
示
さ
れ
る
よ
。
ま
ず

は
、
健
診
受
診
者
を
確
認
し

て
み
よ
う
。
最
新
月
の
フ
ァ

イ
ル
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
よ
。

（
図
5
）

ク
リ
ッ
ク
し
て
デ
ー
タ
を
表

示
し
ま
し
た
。

開
く
と
対
象
者
一
覧
が
表
示

さ
れ
る
よ
。
左
側
に
は
、
氏

名
、
性
別
、
年
齢
な
ど
が
記

載
さ
れ
、
右
に
ス
ク
ロ
ー
ル

す
る
と
、
糖
尿
病
、
高
血
圧

症
、
脂
質
異
常
症
の
治
療
状

況
が
あ
る
よ
。（
図
6
）
Ｑ

列
「
重
症
化
予
防
判
定
」
で

は
、
糖
尿
病
の
「
未
治
療
」

「
治
療
中
」「
治
療
中
断
」
の

そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
場
合

に
、
表
示
さ
れ
る
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
治
療
中

と
治
療
中
断
の
判
断
期
間

は
、
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

こ
の
重
症
化
予
防
対
象
者
一

覧
で
出
力
さ
れ
る
対
象
者
に

は
、
条
件
が
あ
っ
て
、
各
市

町
村
ご
と
に
そ
の
条
件
を
設

定
し
て
い
る
よ
。

図 1　帳票一覧

図 4 図 2

図 3

図 5

　　　_B004_重症化予防対象者一覧（健診受信者）_国保_2025年度
_202511.xlsm

　　　_B004_重症化予防対象者一覧（健診受信者）_国保_2025年度
_202510.xlsm
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「
治
療
中
」「
治
療
中
断
」

の
期
間
を
設
定
す
る
よ
。

（
図
8
）

そ
う
す
る
と
、
今
回
の
対

象
者
の
治
療
中
、
治
療
中

断
の
設
定
は
、
1
ケ
月
〜

6
ケ
月
、
7
ケ
月
〜
12
ケ

月
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

こ
の
捉
え
方
は
、
ど
う
見

れ
ば
良
い
で
す
か
？

例
え
ば
、
令
和
7
年
の
12

月
に
提
供
さ
れ
る
と
仮
定

し
た
場
合
、
今
回
の
対
象

者
一
覧
に
反
映
さ
れ
る
レ

セ
プ
ト
の
最
新
の
診
療
月

は
、
10
月
に
な
る
よ
。
10

月
を
起
点
と
し
た
場
合
、

治
療
中
の
判
定
は
、
5
月

診
療
分
か
ら
10
月
診
療

分
、
治
療
中
断
の
判
定
は
、

昨
年
の
11
月
診
療
分
か
ら

今
年
の
4
月
診
療
分
と
な

る
よ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
お
話

で
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

次
回
、
残
り
の
条
件
設
定
の
部
分
や
対

象
者
一
覧
の
活
用
に
つ
い
て
確
認
し
よ

う
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ご不明な点がございましたら、下記までEメール
や電話等でお問い合わせください。操作支援を
ご希望の場合、本会での個別支援や訪問支援を
実施しておりますのでお気軽にご連絡ください。

　茨城県国民健康保険団体連合会
　保健事業課　保健事業係
　TEL：０２９（３０１）１５５３
　FAX：０２９（３０１）１５７５
　Email：jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
ど
の
よ
う
な
条
件

を
設
定
し
た
か
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
か
？

そ
う
し
た
ら
、
シ
ス
テ
ム
に
戻
っ
て
確

認
し
よ
う
。

（
作
業
中
）

フ
ァ
イ
ル
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
す
か
？

フ
ァ
イ
ル
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
の
部
分
に
な

る
よ
。
下
の
方
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た

フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
の
が
分
か
る
か
な
？

今
回
は
、
2
0
2
5
年
度
を
出
力
し
た

の
で
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
フ
ァ
イ
ル

も
2
0
2
5
年
度
を
見
て
み
よ
う
。（
図

7
）

開
き
ま
し
た
。

こ
の
フ
ァ
イ
ル
の
ク
リ
ー
ム
色
の
セ
ル

が
市
町
村
で
設
定
出
来
る
部
分
だ
よ
。

一
番
上
の
市
町
村
と
い
う
セ
ル
で
市
町

村
名
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
で
設
定
し
、
次
に

KDBシステムについての
お問い合わせはこちらまで

図 6

図 7

                         _B003_重症化予防対象者抽出条件シート
ver2.0_20250617100216.xlsm

2025_B006_重症化予防対象者抽出条件シート
ver2.0_20250606141622.xlsm

図 8



統 計 情 報

26茨城の国保 556

■医療費の状況
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①被保険者数の推移 （人）

審 査 月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
国 保 計 577,234 573,975 571,210 568,821 566,407 563,601 570,053 567,500 565,148 561,012 558,706 557,236
対前月差 -3,267 -3,259 -2,765 -2,389 -2,414 -2,806 6,452 -2,553 -2,352 -4,136 -2,306 -1,470

後期高齢者 476,107 477,223 478,135 479,040 480,238 481,252 482,499 483,540 484,533 485,681 486,870 487,930
対前月差 1,363 1,116 912 905 1,198 1,014 1,247 1,041 993 1,148 1,189 1,060

※被保険者マスタより作成。各審査月の前月末現在の人数。

②件数の推移

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 国　保　計 798,047 767,749 810,559 770,095 728,003 787,200 765,908 741,657 755,855 765,628 705,249 735,851
 後期高齢者 1,090,581 1,058,548 1,093,374 1,056,042 1,013,351 1,081,630 1,081,948 1,062,032 1,081,707 1,099,938 1,035,985 1,084,599
 対前年度比（国保計） 0.97 0.97 0.97 0.97 0.93 0.97 0.95 0.95 0.97 0.94 0.94 0.98 
 対前年度比（後期） 1.05 1.04 1.04 1.04 1.02 1.04 1.03 1.02 1.04 1.02 1.01 1.05 

③費用額の推移

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 国　保　計 18,570,688 17,460,149 18,206,823 17,714,203 16,416,468 17,794,406 17,650,089 17,249,633 17,550,097 18,190,979 16,924,696 17,471,809
 後期高齢者 34,800,873 33,341,922 35,014,565 35,156,291 32,310,553 35,145,021 34,417,340 34,208,705 34,195,506 35,681,079 33,793,016 34,506,878
 対前年度比（国保計） 1.00 0.97 0.99 0.99 0.93 0.98 0.98 0.98 1.02 0.97 0.99 1.02 
 対前年度比（後期） 1.05 1.03 1.05 1.07 1.00 1.05 1.04 1.03 1.05 1.02 1.02 1.05 

④ 1人当たり費用額の推移（③／①）

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 国　保　計 32,172 30,420 31,874 31,142 28,984 31,573 30,962 30,396 31,054 32,425 30,293 31,354
 後期高齢者 73,095 69,867 73,232 73,389 67,280 73,028 71,331 70,746 70,574 73,466 69,409 70,721
 対前年度比（国保計） 1.05 1.01 1.04 1.04 0.98 1.02 1.02 1.02 1.06 1.02 1.03 1.07 
 対前年度比（後期） 1.02 1.00 1.01 1.04 0.97 1.02 1.01 1.00 1.02 1.00 0.99 1.03 

⑤ 1件当たり費用額の推移（③／②）

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 国　保　計 23,270 22,742 22,462 23,003 22,550 22,605 23,045 23,258 23,219 23,760 23,998 23,744
 後期高齢者 31,910 31,498 32,024 33,291 31,885 32,493 31,811 32,211 31,613 32,439 32,619 31,815
 対前年度比（国保計） 1.04 1.00 1.02 1.02 1.01 1.01 1.02 1.03 1.04 1.03 1.05 1.05 
 対前年度比（後期） 1.00 0.99 1.01 1.02 0.99 1.01 1.02 1.01 1.01 1.01 1.01 1.01 
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■介護保険の状況
①認定者数の推移 （人）
審 査 月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
認定者数 153,941 154,223 154,227 153,916 153,294 153,810 154,107 154,520 155,082 155,899 156,296 156,870 
対前月差 679 282 4 -311 -622 516 297 413 562 817 397 574 

※認定者数は、審査月の前月の（サービス提供月）末時点若しくはその月途中で資格喪失した場合は直近の要支援、要介護の認定者数である。

②受給者数の推移 （人）
審 査 月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
受給者数 139,949 140,369 140,369 138,916 138,157 139,347 139,673 140,577 141,363 142,103 141,210 142,394
対前月差 787 420 0 -1,453 -759 1,190 326 904 786 740 -893 1,184 

※受給者数は、認定者のうち、現物給付を受けた人数であり、明細書を被保険者番号で名寄せした件数。

③費用額の推移

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 費用額 22,601,260 21,912,482 22,181,858 21,586,413 20,383,421 22,191,735 21,924,094 22,579,938 22,092,499 22,859,572 22,285,296 22,408,170
 対前年度比 1.05 1.03 1.03 1.02 1.00 1.04 1.03 1.02 1.03 1.02 1.01 1.03 

※費用額とは保険給付額、総合事業費、公費負担額、利用者負担額、特定入所者介護サービス費等費用額を合計した 額（食事提供費含む）である。

④ 1人当たり費用額の推移（③／②）

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 1人当たり費用額 161,496 156,106 158,025 155,392 147,538 159,255 156,967 160,623 156,282 160,866 157,817 157,367
 対前年度比 1.02 1.00 1.01 1.00 0.98 1.02 1.01 1.00 1.01 0.99 0.99 1.00 

①件数の推移 （件）
審 査 月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
障 害 者 34,401 34,614 35,212 34,805 34,694 36,243 35,789 36,051 36,466 36,251 36,344 37,358 
対前月差 -1,583 213 598 -407 -111 1,549 -454 262 415 -215 93 1,014 
障 害 児 18,626 19,055 19,039 19,234 19,042 20,446 19,456 19,140 19,626 19,806 19,804 20,840 
対前月差 -621 429 -16 195 -192 1,404 -990 -316 486 180 -2 1,036 

②費用額の推移

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 障害者 6,020,382 5,780,608 5,867,943 5,761,487 5,415,702 6,004,489 6,077,735 6,279,806 6,167,210 6,380,621 6,123,839 6,195,213
 障害児 1,656,392 1,604,984 1,566,876 1,560,493 1,544,371 1,705,843 1,684,781 1,674,047 1,730,122 1,875,307 1,733,875 1,789,765
 対前年度比（障害者） 1.11 1.11 1.10 1.10 1.07 1.11 1.11 1.07 1.10 1.08 1.06 1.08 
 対前年度比（障害児） 1.21 1.19 1.16 1.18 1.15 1.17 1.19 1.08 1.13 1.11 1.10 1.13 

③ 1件当たり費用額の推移（②／①）

11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
 障害者 175,006 167,002 166,646 165,536 156,099 165,673 169,821 174,192 169,122 176,012 168,497 165,834
 障害児 88,929 84,229 82,298 81,132 81,103 83,432 86,594 87,463 88,155 94,684 87,552 85,881
 対前年度比（障害者） 1.07 1.05 1.05 1.05 1.04 1.06 1.05 1.04 1.05 1.03 1.01 1.04 
 対前年度比（障害児） 1.10 1.07 1.06 1.07 1.06 1.06 1.05 1.03 1.05 1.03 1.00 1.05 

■障害者総合支援給付費の状況
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★保健事業課の構成と主な業務★

保健事業課

保健事業係

保健事業に関すること。
国保データベースシステム・KDB 補完システムの運用管理に関すること。
国保診療施設、保険者協議会等に関すること。
特定健康診査・特定保健指導等のデータの管理等に関すること。
保健師等行政専門職員研修等業務委託に関すること。

広報・調査係
会員の事業振興に関すること。
広報、育成指導に関すること。
保険料（税）収納率向上対策の支援事業に関すること。

　保健事業課は、2 つの係から構成され、主な業務内容については下図のよ
うになっています。
　今回は、「茨城県在宅保健師の会」の活動についてご紹介します。

保健事業課
国保連合会の

業務を紹介するコーナーです。
今回は保健事業課

です。

「茨城県在宅保健師の会」からのお知らせ
　この会は、地域における健康づくりを支援するため、今までの豊富な経験を生かして地域の保健活動に
寄与するとともに会員相互の連絡調整と親睦を図ることを目的に、2000年（平成12年）3月に設立しました。

1　活動内容について
　①研修会：最新の医療や保健・福祉・介護予防などの学習及び情報交換
　②健康づくり支援事業
　 　市町村への支援事業として、保健指導や重複・頻回受診者及び重複・多剤服薬者への訪問指導、特定

健康診査未受診者に対する受診勧奨支援等（実績は下記「2」を参照）
　③会　報：年 2 回発行

2　健康づくり支援事業実績

　事業内容 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度

健康づくり支援件数（件） 11 10 17 20 22

在宅保健師支援協力者数（人） 8 9 15 14 10

3　支援の申込方法
　毎年度初めに「健康づくり支援事業の実施について」の通知を送付しています。保健師の派遣を希望さ
れる場合は、申請書（様式第 1 号）により本会あて申し込みください。

4　会員募集について
　①入会の要件について
　　・保健師として勤務経験がある県内在住の方
　　　正規・非正規、また、地方公共団体、民間企業等、勤務形態や勤務場所は問いません。
　　・現在お勤めの方
　　　非正規職員の場合（非常勤、嘱託、パート、期間契約、代替職員等）に入会できます。
　②会費や手続等について
　　・会　費：無料です。
　　・申込み方法：  申込書を下記のホームページ「茨城県在宅保健師の会」からダウンロードして、郵便、

電子メールまたは FAX にて、送付してください。
 申込書が必要な場合は、ご連絡くだされば本会から送付いたします。
 （ホームページアドレス）https://www.ibaraki-kokuhoren.or.jp/zaitaku_hoken_kai

茨城県
在宅保健師の会
事務局

〒 310-0852 茨城県水戸市笠原町 978-26　茨城県市町村会館 4 階
茨城県国民健康保険団体連合会　保健事業課内 
TEL 029-301-1553　メール jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp　FAX 029-301-1575
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令和7年度糖尿病性腎症重症化予防研修会
 ―10/14（火）・10/15（水）
　茨城県糖尿病性腎症
重症化予防プログラムが
改訂されたことから、茨
城県の糖尿病対策と糖
尿性腎症重症化予防取
組についての説明を行った後、FBR 作成ツールについ
て、糖尿性腎症重症化予防に係る KDB 補完システム
等関連帳票について、実機を使用した研修を行った。

令和7年度第2回広報委員会 ―10/29（水）
　標記委員会が開
催され、令和 7 年
度被保険者啓発に
関する広報事業と
して実施したポス

ター作成など報告事項 3 件、令和 8 年度広報事業計画
（案）や機関誌「茨城の国保」の編集内容など協議事項
4 件について協議した。

介護保険連絡協議会 ―11/5（水）
　標記協議会が開催
され、「令和 8 年度介
護保険関係事業計画

（案）及び予算編成方
針について」、「介護保険における第三者行為求償事務
の取扱いについて」など 3 件を説明した。また、報告
事項として「介護情報基盤の整備について」、「令和 7
年度機器更改対応について」など 4 件を報告した。

令和7年度茨城県医療福祉協議会事務研修会
 ―11/28（金）
　標記研修会が開催
され、第 1 回幹事会
の結果として「マル
福ポスターについて」、「令和 9 年度以降の負担金徴収
について」を報告した。その後、8 つのグループに分
かれ「資格や所得確認における情報連携について」、「申
請が遅れた場合の資格登録日の遡りについて」の討議
とその他事例に関する意見交換を行った。
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令和 7 年 11 月 17 日 ( 月）に、
市町村会館講堂で標記研修会を
開催し、茨城県国保運協会長会
の山口会長のあいさつの後、国
民健康保険中央会の植松賢氏、
鹿島 まちの薬局の工藤仁一氏に
講演いただいた。

「国民健康保険制度を取り巻く情勢について」
講師：公益社団法人国民健康保険中央会保健福祉部長　植松　賢 氏

少子高齢化・人口減少が進む中、国保は年齢構成や医療費水準が高い、所得水準が低
い等の構造的課題があり、保険者は厳しい財政状況にある。これからの社会保障は、「地
域」や「地域づくり」という視点で取り組むことが重要と話された。

「薬剤師がわかりやすく解説するくすりと健康の話」
講師：鹿島　まちの薬局　開設者／管理薬剤師　工藤仁一 氏

「病気」の急性期の主な治療法として薬物療法、外科的療法などがあり、慢性期の主
な治療法として薬物療法のほかに生活習慣の改善がある。また、高齢者のフレイル予防
として良質のたんぱく質を安定的に食事から摂取することは難しいので、プロテインで
摂取することを薦めると話された。

令和7年度 市町村国保運営協議会委員研修会及び
市町村（国保組合）国保主管課長研修会

令和7年度 健康づくり推進研修会
令和 7 年 11 月 4 日（火）、市町村会館講堂で標

記研修会を開催した。開催にあたり、本会の森田
常務理事のあいさつに続き、来賓の茨城県保健政
策課国民健康保険室長補佐 高木信彦氏にあいさつ
いただいた。

研修会では、地方独立行政法人東京都健康長寿
医療センター研究所の笹井浩行氏に「住民と取り組むフレイル予防
～ラジオ体操によるフレイル予防・改善の効果～」、と題し講演いた
だいた。

「住民と取り組むフレイル予防」
～ラジオ体操によるフレイル予防・改善の効果～
講師：地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所
　　　自立促進と精神保健研究チーム　研究副部長　笹井浩行 氏

 フレイルとは、健康と要介護の中間で、適切な対処により要介護に進む状態を遅らせ
ることができる。フレイル状態に陥ると、心血管疾患、生活習慣病、骨折、認知症、要介護、
死亡などのリスクを高める。「フレイル健診（高齢者健康診査）」、指輪っかテストで現
状を確認して、予防・改善していく。「運動」、「栄養」、「社会参加」がフレイル予防の
三本柱で、多様な食品（バランスの良い食事）を食べタンパク質を確保すること。趣味・
ボランティア・就労などの社会参加。有酸素運動・筋トレなどの多要素運動をすること
が大切とし、ラジオ体操は日本人ならだれでも実践でき、継続しやすいので、フレイル予防に効果があるこ
とが研究により明らかになったと話された。最後に、参加者と一緒にラジオ体操をして体を動かした。

講演
茨城県国民健康保険
室長補佐の高木氏

本会の森田常務理事

あいさつする
山口会長

講演
1

講演
2



31 茨城の国保 556

2月 5日（木） 令和8年第1回理事会
2月19日（木） 令和7年度第4回出納検査
2月20日（金） 令和7年度第2回保険者協議会
2月26日（木） 令和8年第1回通常総会
3月10日（火） 令和7年度第2回保健事業支援・評価委員会
3月上旬予定 KDB補完システム研修会

お 知 ら せ

　明けましておめでとうございます。
　みなさま、業務ご多用のところ、記事の提供等、いろいろとお世話になってお
ります。
　今年もよろしくお願いします。
　高齢の祖母が自宅をリフォーム中です。いわゆるバリアフリーというやつでしょう
か。工事の始まる前に不要な家具等の運び出しに招集されました。女性の多い家でし
たので、まあ箪笥が多いし大きい。えっちらおっちらとトラックの荷台に積み込んで、
ごみ処理場まで4往復。それだけやればまあまあ片付くものです。お礼として、生前
の祖父が飲み忘れていた未開封のコニャックをもらいました。掘り出し物があるのは
うれしいですね。しばらく帰っていませんが、実家の私の部屋にも何か良いものをし
まっておきましょうか。  （三四郎）  

　令和7年 7月から9月にかけて募集した「国保標語」にご応募いただいた142作品の中から、厳正なる選
考の結果、下記のとおり入賞作品が決定いたしました。たくさんのご応募ありがとうございました。

健診で　分かる自分の　現在地
 白石　三郎衛門（水戸市）

健診は　元気な日々の　句読点 コタラフ（水戸市）

元気かな ?　　体に聞こう　健診だ 健康思考（神栖市）

検診で　減らす病と　増す笑顔 田中　いずみ（古河市）

健診で　からだの声に　耳すます 廣澤　修（桜川市）

みつけよう　未来の自分　健診で げんき（牛久市）

健診と　国保納付は　健康投資 玉井　千尋（ひたちなか市）

健診を　受けて続けて　健康に 尾野　颯真（つくばみらい市）

健診で　見つかる安心　摘み取るリスク 松平　正篤（取手市）

健康は　小さな意識の　積み重ね 大和田　勝行（桜川市）
健診で　守る健康　咲く笑顔 中﨑　麻里子（土浦市）

最優秀賞

優秀賞

優良賞

佳　作

〈〈令和7年度国保標語  結果発表!!〉〉
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見本の送付を承っております。下記よりお申し付けください。

株式会社 ライズファクトリー 〒102-0072  東京都千代田区飯田橋2-1-4  ITビル6F
お問合せ・お見積り・見本のご希望などは、お気軽に下記へご連絡ください。

03-3288-0099TEL 03-3288-0097FAX info@risefactory.co.jpMAIL

https://www.risefactory.co.jp/
商品の詳しい情報はホームページをご覧ください。啓発用リーフレットのご案内

A5変型判（210mm×100mm）/全6ページ（三つ折）／オールカラー
定価 ： 各45円（税別）

「受診勧奨」対象者へ行動変容を促す！

マイナ保険証の利用促進に

あなたは高血圧症の疑いがあります！
あなたは脂質異常症の疑いがあります！
あなたは糖尿病の疑いがあります！
あなたは腎臓病の疑いがあります！
あなたは肝臓病の疑いがあります！

1
2
3
4
5

A4判・ペラ表裏
オールカラー 
定価 ： 35円（税別）

中面デザイン
ピクトグラムによる視覚的情報や
ナッジ理論を用いた解説で
二次受診率の向上につなげます

1 高血圧 2 脂質異常 3 高血糖 4 腎臓病 5 肝臓病

資格情報のお知らせ・資格確認書の利用を解説

A4判・ペラ表裏
オールカラー 
定価 ： 35円（税別）

お医者さんに
かかるときは

資格確認書を
提示してください

マイナ保険証を
お持ちの人へ

「資格情報の
お知らせ」を
交付します

A4判・ペラ表裏
オールカラー 
定価 ： 35円（税別）

医療機関等への受診は

マイナ保険証を
ご利用ください!

A4判・ペラ表裏
オールカラー 
定価 ： 35円（税別）

使ってみよう！

マイナ保険証

0120-102525 ●ホームページアドレス●　http：//www.tkhs.co.jp/

お問い合わせ・ご注文は電話またはFAXで
〒113-0021　東京都文京区本駒込2丁目29番22号
電話（03）5977-0300　FAX（03）5977-0311

この他にも●健康づくり事業●高齢者対策事業●制度の趣旨普及●医療費の適正化●収納率向上、等お手伝いいたします。

東京法規出版　パンフレットのご案内です！

インフルエンザ予防フレイル予防・対策 フレイル予防・対策

バイオシミラー・リフィル処方箋の周知

インフルエンザの予防は
ひと・て・ま・か・け・よ

+10分からだを動かす
ストレッチ＆トレーニング

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

監修／
川崎市健康安全
研究所参与
岡部信彦

HE155100

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

KH051660

ジェネリック医薬品・バイオ
シミラーのやさしいガイド

カード2枚付

体操動画付

B6変型判
表紙共8頁
観音折
カラー
定価45円

KH051650

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE100810
監修／
国立長寿医療
研究センター
理事長特任補佐
鈴木隆雄

監修／
国立長寿医療
研究センター
理事長特任補佐
鈴木隆雄

監修／大阪大学
健康スポーツ
科学教育研究環
教授・医師
都竹茂樹

マイナ保険証の利用促進に 健診時の配布用に

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

KH015090

便利です！マイナ保険証
の利用のしかた

ご存じですか
リフィル処方せん

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

KH080460

マイナ保険証を
利用しましょう

B5判インデックス
表紙共8頁
カラー
定価90円

HE091770

健診結果
チェック＆活用ガイド

監修／
帝京大学
臨床研究センター顧問
寺本内科・歯科クリニック
内科院長　寺本民生

健康のために4つのいい
習慣フレイル予防宣言！

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE361700

A4判
16頁
カラー
定価180円

HE361730

抗重力筋を鍛える
イキイキ健康長寿体操

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE100700

チェックと実践で
フレイル予防

監修／（地独）
東京都健康長寿
医療センター
研究所高齢者
健康増進支援室
研究部長
大渕修一
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国保組合版国保版 国保組合版



 作り方 
① 大根は皮をむき、1センチメートル角に切る。
②りんごは皮つきのまま、2センチメートル角に切る。
③ ボウルに塩、レモン汁、オリーブオイルを入れて混ぜ合わせる。
そこに大根とりんごを加えて和える。ラップをして30分程
度おき、味をなじませる。
④ こしょうを振り、器に盛り付けたらパセリとレモンを飾って
出来上がり。

　シンプルな味付けで、うしく河童大根の甘さを活かしたレシピです。う
しく河童大根を召し上がる際には、加熱や塩もみをせず、野菜のみずみず
しさを味わってくださいね。

大根…………………… 400g 
りんご………………… 小1個
塩……………………小さじ½
レモン汁……… 大さじ1と½

オリーブオイル…… 大さじ1
パセリ……………………適量 
こしょう…………………少々
レモン（スライス） ……適量

牛久市編

特産品の
おいしい
レ シ ピ

 材料（4人分） 

発　行／令和 8年 1月 住　所／水戸市笠原町 978番 26
発行所／茨城県国民健康保険団体連合会 電　話／ 029-301-1550（代）茨城の国保　2026年新春号

1人分の栄養価

エネルギー  70Kcal
炭水化物  11.1g
たんぱく質  0.6g

脂質  3.8g
食塩相当量  0.5g
野菜の量  100g

うしく河童大根今回の特産
品

　平成15年度園芸きらり産地コン
クールで県知事賞を受賞し、現在は
県の「銘柄産地指定」を受けている
うしく河童大根。一般的な大根に比
べて色が白く、みずみずしいのが特
徴でサラダなどの生食に最適です。
東京のほか、遠く沖縄まで出荷され
る牛久の代表的なブランド野菜で
す。


